
  Page 13 15/11/19 13:10

総合学科高校における高校生の学習観

南 本 長 穂

�．はじめに ―問題の所在―

本稿では、総合学科高校における生徒の学習の現状や

学習観の問題を中心に検討していく。なお、高校生の学

習観に関しては、教育心理学の分野での植木理恵の研究

がある。市川伸一が提案した学習観を測定する尺度を踏

まえて、学習観を「学習とはどのようにして起こるのか」

という学習成立に関する「信念」を明らかにしている1)。

しかし、本稿で主に検討する学習観の問題とは、高校

生が学習とか勉強と呼ばれる行動や行為に付与している

意味である。それは、90年代からわが国では、小・中学

生の「学びからの逃走」とか、「階層差による学習時間

の拡大」「努力の階層差・不平等」など、学ばない子ど

もの存在が問題化されてきている。また、国際的な学力

テストの結果の公表などのもとで、学力低下問題が大き

な社会的関心事となった。この状況は2010年代に入って

も依然として続いており、学習時間や学習の場、学習を

支える経済的文化的背景などに注目が集まり、小中学生

から大学生まで、学習や勉強の現状やそのあり方に関す

る問題への関心は衰えていない2)。

学習を取り巻くわが国における社会的状況を踏まえ、

本稿では、近畿地方のＭ高校に学ぶ高校生を事例的に取

り上げることにした。すなわち、進路指導やキャリア教

育の充実、生徒の興味関心の多様化などに対応すべく、

1990年代に創設された総合学科高校における高校生の学

習の特徴、及びその高校生の抱く学習観を検討してい

く。

こうした問題意識から、調査データに基づき、次の点

を明らかにしていく。Fつは、Ｍ高校に学ぶ生徒の特徴

を捉えることである。総合学科高校に学ぶ生徒の学習と

生活の現状からその特徴を明らかにする。Gつは、Ｍ高

校に学ぶ生徒が捉える学習の意味である。生徒は学習に

どのような意味や意義を付与しているかという問題であ

る。

なお、Ｍ高校での調査は、平成25年H月末に、F年次

とG年次とI年次の生徒を対象に実施した。各教室で担

任教師が質問紙を配布し、生徒が質問紙に回答を記入

し、各人の回収用封筒に入れて厳封した後、担任教師が

回収を行った。なお、記入漏れ等の無効回答は33部。

有効回答者は、F年次293名（男子137名、女子156名）、

G年次270名（男子124名、女子146名）、I年次278名（男

子104名、女子174名）、合計841名（男子365名、女子476

名）。男女の比率は全体で男子43.4％、女子56.6％。な

お、平成25年J月F日時点の在籍者は、F年次320名、

G年次316名、I年次294名、合計で930名。

�．Ｍ高校及び生徒の特徴

�）卒業後の進路状況からみたＭ高校

まず、平成26年度の学校要覧のデータから卒業後の進

路の状況をみてみる。なお、平成25年度卒業生（288名）

は本調査におけるI年次の生徒である。調査実施時期は

H月で、このI年次の生徒の卒業時の進路が、学校要覧

に記載されている。すなわち、大学114名（国公立K名、

私立110名）、短期大学26名、専門学校100名、就職24名

（公務員K名、民間就職20名）、その他24名である。卒業

者全体に占める内訳の比率は、大学進学者が39.6％、短

期大学進学者が9.0％、専門学校進学者が34.7％、就職

が8.3％、その他（浪人・未定等）が8.3％。

そして、大学と短大への進学者を合わせると、その進

学者が48.6％。ちなみに、平成26年I月時点での全国の

大学・短大への進学率は、53.8％である3)。また、総合

学科からの大学・短大への進学率の全国平均は35.1％、

就職率は26.4％である。全学科の全国平均は17.5％であ

る。

すなわち、Ｍ高校の大学・短大への進学率は、全国平

均を少し下回るところに位置づくが、総合学科高校の中

では全国平均を上回っている。

卒業後の進路からみるＭ高校の特徴をみておくと、ま

ず、Ｍ高校に入学した生徒は、高校卒業後の進路をどの

ように考えているのか。表Fは年次別に示した卒業後の

希望進路である。これから、Kつのことがわかる。

Fつは、大学への進学希望を決めている生徒は、必ず

しも多くないこと。F年次で40.7％、G年次で53.4％、

I年次で42.1％。Gつは、専門学校への進学希望がF年

次で23.4％、G年次で24.3％、I年次で31.7％と、全国

の総合学科高校と同様に、専門学校への進路希望者の比

率が高い。Iつは、進路未定という生徒の存在である。

F年次で11.4％、G年次で2.6％、I年次で3.0％。又、

「その他」の比率を加えると、F年次で14.5％、G年次
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で7.5％、I年次で7.8％。総合学科高校における創設の

理念及び教育課程編成の特徴となっているのは、生徒の

進路希望の明確化を図ることを通しての教育活動の組織

化であり活性化である。この点では進路未定の生徒が少

なからず存在していることは、総合学科高校の創設理念

の浸透が少し困難を抱えているという問題もみられる。

なお、学校要覧でみた高校卒業後の進路の状況から推

測すると、この「進路未定」と回答した生徒は、「就職」

というよりも「大学」「短大」「専門学校」へと進路を明

確化していくだろうことも予想されるが。

以下、調査結果をもとに生徒の特徴を探っていく。

�）高校生が捉えるＭ高校の雰囲気

Ｍ高校の生徒はＭ高校をどのように捉えているのか。

23の質問項目を用意し、高校の雰囲気として、どの程度

感じているかを聞いた。因子分析を行った（表G参照）。

Jつの因子が抽出され、次のようなネーミングを試み

た。

第F因子として、高校での勉強を中心にまじめに諸活

動に取り組むといった「学校文化への適応」とネーミン

グ可能な項目があげられる。すなわち、「F．授業中、

勉強にまじめに取り組む生徒が多い」とか、「J．学校

のきまりや規則を守って、規則正しい生活や学習ができ

ている生徒が多い」など、この第F因子に分類された項

目は高校の目ざす教育方針に即した活動や行動を行うこ

とにかかわる項目からなっている。いずれの項目におい

ても、「強く感じる」と「まあまあ感じる」を合わせた

肯定的回答が高い比率を占めている。

第G因子として、教師との関わりに関する項目が中心

を占めているので、「教師との関係」とネーミング可能

な項目があげられる。すなわち、「17．先生には、授業

の仕方に自信を持った先生が多い」、「16．何でも話しや

すく、相談しやすい先生が多い」、「L．教科書の内容を

わかりやすく教えてくれる先生が多い」という質問項目

では、「強く感じる」と「まあまあ感じる」を合わせた

肯定的回答が高い比率を占めている。

第I因子として、「生徒の人間関係」とネーミング可

能な項目があげられる。すなわち、「21．学級の雰囲気

は明るく、学級は自分にとって、居心地が良い」、「I．

同じクラスの中には、自分と話の合う生徒が多い」など。

この因子は、高校生活の中で人間関係にかかわる項目か

ら構成されており、各質問項目で、「強く感じる」と「ま

あまあ感じる」を合わせた肯定的回答が高い比率を占め

ている。

第K因子として、「高校生の興味」とネーミング可能

な項目があげられる。この因子は、授業の場面を少し離

れた、「19．テレビのドラマ、タレントや歌手、歌・音

楽の話題について、よく知っている生徒が多い」とか。

「G．スマホや携帯、インターネットに興味を持つ生徒

が多い」、「M．文化祭、体育大会、総合学科発表会など

の学校行事に積極的に取り組む生徒が多い」の項目から

構成されている。高校生が興味や関心を持ちやすいもの

であり、特に「強く感じる」と「まあまあ感じる」を合

わせた肯定的回答が高い比率を占めている。

第J因子として、「学校文化への非同調」とネーミン

グ可能な項目があげられる。すなわち、「13．マンガや

雑誌をよく読んでいる生徒が多い」とか、「N．教師の

授業の仕方や進め方に満足していない生徒が多い」で

は、「強く感じる」と「まあまあ感じる」を合わせた肯

定的回答が一定の比率を占めている。

�）高校生の満足度

まず、Ｍ高校に入学したことをどう捉えているのか。

満足を感じているのか、それとも不満を抱いたのか。高

校での満足度を「授業や勉強」、それ以外の「生活」と

いうGつに区分してみてみる。例えば、「授業や勉強」

には満足しているが、「生活」には不満を抱く場合とか、

逆に、「授業や勉強」に不満があっても、「生活」には満
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8.3

23.4

G．希望大学の有無とは関係なく

13.1J．就職希望

大学への進学希望

I年次G年次

I．短期大学への進学希望

11.4

7.9

K．専門学校への進学希望

F年次

表� 年次（学年）別にみた卒業後の進路希望（�月末時点）

8.9

31.7

45.1

3.02.6M．卒業後のことは未定

6.0

24.3

32.8

4.48.2F．国公立大学への進学希望

9.69.0

100.0(271)100.0(268)100.0(290)合計

χ
2＝43.19 p ＜.001 df ＝12

4.24.84.93.1H．その他

38.4

7.7

26.4

37.6

100.0(829)

5.8

10.6

6.9

全年次計
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6.952.335.85.015．放課後や土・日曜日に予備校や塾に行っている生徒が多い

＊＊＊100.02.741.047.48.9N．教師の授業の仕方や進め方に満足していない生徒が多い

＊＊＊100.034.352.9

2.5

F．授業中、勉強にまじめに取り組む生徒が多い

23.9K．将来の職業ややりたいことを意識し勉強する生徒が多い

J．学校のきまりや規則を守って、規則正しい生活や学習が
できている生徒が多い

あまり
感じない

まあまあ
感じる

14.1

H．予習や復習をしてから、授業にのぞむ生徒が多い

強く
感じる

表� 高校の雰囲気について

＊＊＊100.0

56.4

59.3

51.5

25.758.014．勉強と部活を両立させている生徒が多い

30.0

6.3

第F因子 学校文化への適応

19.255.0

8.7

項目前の番号は、質問紙での配列順序

注）年次別にみて、＊はJ％の水準で、＊＊はF％の水準で、＊＊＊は0.1％の水準で、有意差があることを示している。

100.0

100.0

100.0

31.7

35.4 4.4

2.7

まったく
感じない

＊＊＊

＊

＊

＊＊＊100.04.841.343.810.111．高校に誇りを感じて高校生活を送る生徒が多い

2.3 100.0

100.0

合計

1.9

11.2

8.116．何でも話しやすく、相談しやすい先生が多い

＊＊＊100.03.233.353.89.817．先生には、授業の仕方に自信を持った先生が多い

第G因子 教師との関係

＊＊＊100.08.845.038.1

＊＊＊100.03.030.753.612.720．文学、歴史、科学、芸術など、教科書では学べない内容や、
生徒の興味のわくこと（話題）を話してくれる先生が多い

＊＊＊100.03.228.260.58.1L．教科書の内容をわかりやすく教えてくれる先生が多い

53.613.818．勉強やスポーツなどがよくできるという自信やプライドを
持った生徒が多い

＊＊100.06.728.850.314.212．教室や実験室等の設備が良く、運動施設も整っている

4.816.050.229.121．学級（クラス）の雰囲気（ふんいき）は明るく、学級は、
自分にとって、いごこちが良い

第I因子 生徒の人間関係

＊100.01.231.4

100.03.219.951.825.1I．同じクラスの中には、自分と話が合う生徒が多い

100.0

＊＊＊100.01.016.458.624.023．みんなの前で発表したり、協力しながら活動することが
好きだったり、得意な生徒が多い

＊100.00.78.049.541.822．成績に差があっても、友達になりやすい雰囲気がある

9.856.133.719．テレビのドラマ、タレントや歌手、歌・音楽の話題につい
て、よく知っている生徒が多い

第K因子 高校生の興味

100.00.13.139.257.6G．スマホや携帯、インターネットに興味を持つ生徒が多い

＊100.00.5

第J因子 学校文化への非同調

＊＊100.00.27.344.348.2M．文化祭、体育大会、総合学科発表会などの学校行事に積極
的に取り組む生徒が多い

＊

11.11.810．休み時間でも、生徒の話題は勉強や授業のことが多い

＊100.021.649.324.64.513．マンガや雑誌をよく読んでいる生徒が多い



  Page 16 15/11/19 13:10

足な生徒もいるのではないか。多様なパターンが想定さ

れる。

まず、表Iでは「授業や勉強」への満足度をみた。年

次別による有意差はない。「とても満足」は全体では

17.2％。「不満もあるが、満足が大きい」が最も高い選

択率で、45.9％。このGつの数値を合わせると、63.1％。

つまり、約M割強の生徒は授業と勉強に一定の満足感を

抱いている。なお、「満足と不満足が半々」が26.9％で

あり、「不満の方が少し多い」は6.2％、「満足していな

い」は3.8％であり、不満感が大きな生徒は全体的にみ

ると少なくF割である。

また、「生活（授業や勉強以外）」への満足度をみたの

が表Kである。表Iの結果と比べると、満足度が高いこ

とがわかる。「とても満足」は40.0％に達している。特

にI年次では、48.2％と大きな比率である。そして、「不

満もあるが、満足が大きい」が35.0％。「満足と不満足

が半々」が15.9％。以上のIつの回答を合わせると約N

割の生徒が高校での生活に多大の満足感を抱いているこ

とがわかる。なお、表Iと表Kとも、年次別に有意差は

ない。以上の結果から、高校で授業や勉強のおける満足

度に加え、生活全般にも満足度が高いことがわかった。

Ｍ高校生は高校での学習と生活に満足感を感じている。

�）学校外での学習

次に、Ｍ高校の生徒は学校外でどの程度学習を行って

いるのか。学校外での学習の状況をみることにする。

表Jは、塾や予備校にどの程度行っているかをみた。

年次による有意差がみられた。行っている生徒の比率は

F年次（22.9％）とI年次（21.4％）がほぼ同じ比率で

ある。つまり、ほぼK人にF人の割合である。G年次の

それは13.1％と低いが、「今後行く予定がある」と回答

した生徒が9.0％いる。

家庭では、勉強はどの程度なされているのか。表6-1

は、家庭で平日に週の何日勉強しているかを聞いた結果

である。年次による有意差がみられる。I年次に、「ほ

とんど毎日する」が増えていることがわかる。F年次で

7.2％、G年次で11.5％であるが、I年次では23.8％と

比率が高まっている。なお、「ほとんどしない」と答え
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6.5

3.4

G．不満もあるが、満足が大きい

I．満足と不満足が半々

I年次G年次

K．不満の方が少し多い

15.7

J．満足していない

F年次

表� 高校での授業や勉強への満足度

5.0

4.3

45.9

30.0

7.0

3.7

46.4

22.713.3F．とても満足

28.0

100.0(278)100.0(270)100.0(293)

χ
2＝11.79 df ＝8

45.9

26.9

6.2

3.8

45.3

22.7

100.0(841)

17.2

全年次計

6.1

4.1

G．不満もあるが、満足が大きい

I．満足と不満足が半々

I年次G年次

K．不満の方が少し多い

36.2

J．満足していない

F年次

表� 高校での生活（授業や勉強以外）への満足度

4.3

3.6

35.6

19.6

5.2

4.1

37.5

48.235.6F．とても満足

16.0

100.0(278)100.0(270)100.0(293)

χ
2＝14.29 df ＝8

35.0

15.9

5.2

3.9

31.7

12.2

100.0(841)

40.0

全年次計

G．行っていない

I．今後行く予定がある

I年次G年次

22.9

F年次

表� 塾や予備校に行っているか

77.9

9.0

76.0

21.413.1F．行っている

1.0

100.0(276)100.0(267)100.0(292)

χ
2＝44.41 p ＜.001 df ＝4

77.4

3.4

78.3

0.4

100.0(835)

19.3

全年次計
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た生徒の比率は、ほぼどの年次でも変わらない。F年次

で63.5％。G年次で55.4％。I年次で58.8％である。や

はり、約J〜M割の生徒は塾を含め家庭で勉強をしてい

ないことがわかる。

休日における勉強時間（塾・予備校での勉強時間を含

む）を聞いたのが表6-2である。「ほとんどしない」と答

えた生徒の比率は、平日よりは少し減るが、それでもF

年次で43.3％。G年次で41.5％。I年次で48.2％と、K

割強の生徒が勉強をしていない。I時間以上の勉強時間

と答えた生徒は、I年次になると26.3％とほぼK人にF

人の比率を占めるが、G年次（5.9％）、F年次（4.8％）

ではその比率は低い。休日だからといって学習に取り組

む生徒の比率は低い。以上の学校外での学習状況から、

F週間を通してほとんど学習をしていない生徒が多いこ

とがわかる。

�）学習にかかわる自己評価

生徒は学習等にかかわって自分自身をどのように捉え

ているのか。19の質問項目を用意し、「自分自身につい

て、どの程度あてはまるか」を聞いた。因子分析を行っ

た（表H参照）。Jつの因子が抽出され、次のようなネー

ミングを試みた。

第F因子として、高校での勉強に頑張るといった「学

習重視志向」とネーミング可能な項目があげられる。す

なわち、「F．中学校の時よりも、高校の勉強には、興

味が持てる」という質問項目では、「とてもあてはまる」

「まあまああてはまる」を選択する生徒を合わせると

64.6％と過半数を超えている。だが「H．テストや宿題

のない日でも、家では勉強している」という質問項目で

は、このGつを選択した生徒を合わせても、23.7％と低

い数値である。なお、「I．勉強でわからないことは先

生に質問したり、聞きに行く」という質問項目では、「と

てもあてはまる」と「まあまああてはまる」に答えたG

つの選択肢への回答の合計は35.1％と、I人にF人の割

合で授業への積極的な態度を示す生徒がいることがわか

る。つまり、家庭での学習に比べると、学校での授業に

は積極的な態度が示されているという特徴がみられる。

第G因子として、勉強も含め高校生活全般の充実を目

ざす「生活重視志向」とネーミング可能な項目があげら

れる。すなわち、「19．自分は勉強や部活にまじめに取

り組んでおり、充実した高校生活を送っている方だと

思っている」という質問項目では、「とてもあてはまる」

「まあまああてはまる」を選択する生徒を合わせると

66.1％に達する。また、「10．文化祭、体育大会、総合

学科発表会などの学校行事に、まじめに取り組むことは

当然のことだと思っている」と「11．教師からは、注意

されたり、しかられるよりは、ほめられたり、励まされ

ることの方が多い」という質問項目では半数以上の生徒

が「あてはまる」に回答している。

第I因子として、他の生徒への同調的な態度を示す

「他者への協調志向」とネーミング可能な項目があげら

れる。すなわち、「17．勉強や進路で悩むよりも、友人

関係で悩むことが多い」と「18．学校で何かをしようと

した時、友だちやまわりの人の態度や言葉を気にするこ
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1.7
K．塾や予備校に行かない日は、
家で勉強する

G．週にI〜K日する

16.47.9

J．家ではほとんどしない

I年次G年次

21.220.1

7.2

I．週にF〜G日する

F年次

表6-1 平日に、家で週のうち何日ぐらい勉強をするか

11.2

55.4

1.3

7.5

23.811.5F．ほとんど毎日する

1.40.7

63.5

100.0(277)100.0(269)100.0(293)

χ
2＝53.28 p ＜.001 df ＝8

8.8

59.4

7.9

58.8

100.0(839)

14.1

全年次計

G．F時間以上I時間未満

15.39.4

K．家ではほとんどしない

I年次G年次

17.419.1

4.8

I．F時間未満

F年次

表6-2 休日における勉強時間（塾・予備校での勉強時間を含む）

35.2

41.5

32.8

26.35.9F．I時間以上

43.3

100.0(278)100.0(270)100.0(293)

χ
2＝99.35 p ＜.001 df ＝6

28.1

44.4

16.2

48.2

100.0(841)

12.2

全年次計
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18.944.425.810.9
13．マンガを読んだり、テレビを見るのは、同じクラスの

友だちと比べると多い方だと思う

＊＊100.09.239.9

18.8

H．テストや宿題のない日でも、家では勉強をしている

5.4I．勉強でわからないことは先生に質問したり、聞きに行く

15．テストで友だちよりも悪い成績を取ると、次のテスト
では絶対に負けたくないと頑張るタイプである

あまりあて
はまらない

まあまあ
あてはまる

質問項目

11.2

F．中学校の時よりも、高校の勉強には、興味が持てる

とても
あてはまる

表� 自分自身について

100.0

28.7

17.6

34.6

35.148.6
N．同じ年次の生徒の中では、自分は、授業中まじめにが

んばって勉強している方だと思う

45.8

6.1

第F因子 学習重視志向

49.129.7

16.8

項目前の番号は、質問紙での配列順序

注）年次別にみて、＊はJ％の水準で、＊＊はF％の水準で、＊＊＊は0.1％の水準で、有意差があることを示している。

100.0

100.0

100.0

38.4

37.5 11.2

37.9

全くあて
はまらない

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

＊＊＊

5.1 100.0

100.0

合計

15.9

6.8

第G因子 生活重視志向

＊＊100.058.526.910.14.4
16．尊敬する高校の教師ができたので、自分も高校教師に
なりたいと思うことがある

19．自分は勉強や部活にまじめに取り組んでおり、充実し
た高校生活を送っている方だと思っている

100.01.48.646.044.0
10．文化祭、体育大会、総合学科発表会などの学校行事に、
まじめに取り組むことは当然のことだと思っている

47.810.7
11．教師からは、注意されたり、しかられることよりは、
ほめられたり、はげまされることの方が多い

＊100.05.428.549.017.1

7.928.546.816.9
L．自分が就きたい仕事にどのようにすれば就くことがで
きるかを、だいたい知っている

＊＊＊100.019.140.627.912.412．中学校の時の教師より、高校の教師の方が話やすい

＊100.04.836.7

100.013.741.835.88.7
K．高校生のあいだで、話題となるテレビや服装などの流
行には、遅れたくないと思う方だ

＊＊＊100.0

8.417．勉強や進路で悩むよりも、友人関係で悩むことが多い

第I因子 他者への協調志向

100.013.137.237.312.4
18．学校で何かをしようとした時、友だちやまわりの人の
態度や言葉を気にすることが多い

＊100.023.644.423.6

100.03.814.927.953.4J．高校卒より大学卒の方が、就職は有利だと思う

第K因子 人並み志向

＊＊100.06.229.441.423.1
G．テストの成績や運動の能力等をまわりの同級生と比較
し優れている点よりも、劣っている点が気になる方だ

100.011.137.940.510.6M．自分の親や家族は、教育に熱心な方だと思う

36.414.5
14．同じ学級の生徒と意見が合わなかったり、好かれなく

ても、気にならない方だと思っている

第J因子 同調圧力への無関心志向
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とが多い」。この因子は、高校生活の中で友人やクラス

の生徒の存在がかなり大きな比重を占めていることを予

測させる結果である。

第K因子として、「人並み志向」とネーミング可能な

項目があげられる。この因子は、高校生活を含め将来の

職業生活にわたり、不利な状況に陥ることを避けようと

する考え方と関連性が深い。高校生活を含め、マイナス

の評価を受けたくないとか、普通並みの自己評価を求め

る質問項目が該当する。とくに「J．高校卒より大学卒

の方が、就職は有利だと思う」では、「とてもあてはま

る」を選択する生徒が53.4％、「まあまああてはまる」

を選択する生徒が27.9％。合わせると81.3％に達する。

第J因子として、「同調圧力への無関心志向」とネー

ミング可能な項目があげられる。すなわち、「14．同じ

学級の生徒と意見が合わなかったり、好かれなくても、

気にならない方だと思っている」では、「とてもあては

まる」を選択する生徒が14.5％、「まあまああてはまる」

を選択する生徒が36.4％。また、「13．マンガを読んだ

り、テレビを見るのは、同じクラスの友だちと比べると

多い方だと思う」という項目（設問）も、平均値より離

れた行動への自覚とか認識を聞いている。

�．Ｍ高校生にとっての学習（勉強）の意味

では、Ｍ高校生にとって学習とはどのような意味を持

つのか。量的な点からみると、学習量は多いとは言えな

い。しかし、高校における授業（学習）には一定以上の

興味を示し、まじめに学習に取り組んでいることも明ら

かになった。そこで、学習の意味・意義をどう捉え、学

習をどう理解しているのか、つまり、高校生の学習観を、

つぎのI点から探っていくことにする。

�）高校生活における学習

学習は高校生にとってどのように位置づけられている

のか。例えば、学校でのさまざまな学習、友人とのかか

わり、学級での活動、学校行事への取り組み、あるいは

部活動など、高校生としての高校生活全体の中で勉強

（学習）はどのように位置づけられているのであろうか。

ここでは、学習（勉強）という行為を自分の生活の中に、

どう位置づけているかという学習意識、ないし、勉強の

価値をどう評価しているかの問題、つまり、高校生の学

習観を明らかにしていく。

表Lは、「勉強を第一に考え一生懸命に取り組まない

と、高校生活は充実しないし楽しくならない」という考

え方への賛否を聞いた。つまり、勉強を高校生活の中心

に置く考え方を肯定しているかどうかである。

「F．その通りである」と肯定する生徒は、F年次で

7.2％、G年次で11.5％、I年次で9.0％、全体で9.2％。

「G．まあまあその通りである」と回答する生徒は、F

年次で24.2％、G年次で31.5％、I年次で21.7％、全体

で25.7％。この結果は、消極的であれ、勉強を生活の中

心に置く考え方を肯定する生徒が約35％、I人にF人の

割合でいることを示している。逆に言えば、必ずしも勉

強中心でない生活を肯定し、「思わない」を選んだ生徒

の方がI人にG人の割合であり、多く占めている。

�）高校での成績観

次に、成績（テスト等）の良い、悪いはどのようなこ

とによって決まると考えているのか。生徒の成績に対す

る見方、つまり成績観をみていくことにする。

表Nは、自らの成績（テスト等）が良い場合とか、悪

い場合に、そのことをどのように捉えるのか。良い時、

逆に、悪い時にその原因をどこに求めるのか。つまり、

原因帰属論の考え方を参考にし、家庭の経済力等の要因

を加味し、次のMつの選択肢を用意し、自分の考えに近

いものを、この選択肢から順位を付けてGつ選んでもら

う回答形式で聞いた。その選択肢は次の通りである。

F．生まれつきの頭の良さ

G．テストの前にどれだけ勉強したか。勉強時間（努

力）が多いか、少ないか

I．教師の教え方がうまいか、へたか。わかりやすい

か、どうか
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18.4
K．まったく思わない。勉強以外にも楽
しくて充実することはあると思う

G．まあまあその通りだと思う

38.735.4

J．なんとも言えない

I年次G年次

36.743.7

7.2

I．あまりそうだとは思わない

F年次

表� 「高校生の時には、勉強を第一に考え一生懸命取り組まないと、高校生活は充実しないし楽

しくならない。」という考えについて、どのように思うか。

31.5

7.0

18.9

24.2

9.011.5F．その通りだと思う

24.913.3

6.5

100.0(277)100.0(270)100.0(293)

χ
2＝22.41 p ＜.01 df ＝8

25.7

7.5

21.7

9.0

100.0(840)

9.2

全年次計
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K．テストに出そうな問題を、自分で計画を立てて勉強

しているかどうか（傾向と対策しだい）

J．テストで出た問題が、幸運にも解ける問題であるか

どうか（偶然とか、運しだい）

M．自分に合う問題集や参考書を買えるとか、塾や予備

校に行くことができる等の家庭の経済力

結果をみると、選択率がもっと高いのが、Fの「努力

(勉強時間）」の多寡である。実に第F位選択で68.8％と

いう高率であり、第G位選択まで加えると88.5％とN割

に近い生徒が選択している。次いで、Gの「傾向と対策

しだい」（第F位選択14.4％、第G位選択まで加えると

48.9％）である。これに比して、Iの能力に関する「生

まれつきの頭の良さ」が第F位選択9.9％。また、家庭

の文化資本ともいえる勉強への援助という点でのMの

「家庭の経済力」の選択は皆無である。

さらに、顕著な数値は、Kの「教師の指導力」である。

その第F位選択率をみると、F年次5.8％、G年次4.4％、

I年次4.7％、全体で5.0％と低い。成績の良し悪しの原

因が教師の指導力であると捉える生徒が少ない点は興味

深い。

�）教師への生徒の対応

表10は、授業の中で、教師による説明や解説をしっか

り聞いて、まじめに勉強することの必然性ないし必要性

について聞いた。この質問項目は、授業においては当然

のこととされていることを、生徒自身は自らどのように

解釈し、こうした行動を選択しているのであろうか。そ

れを探ることにする。

F．将来、希望する職業に就いたり、やりたいことをす

るためには、高い学力が必要だから

G．先生の説明や話をよく聞いて勉強すると、よくわか

り、テストで良い成績が取れるから

I．授業中は「先生の言うことを聞くのはあたりまえ」

という気持ちで、先生に接しているから

K．先生は教科書の内容について深い専門的な知識を

持っているので、先生を信頼できるし、先生から多

くのことを学べるから

J．授業でまじめに勉強しないと、注意され、叱られ、

評価（内申点等）の点数が悪くなるから

M．授業でまじめに勉強すると、先生から良く思われ、

評価（内申点等）の点数が良くなるから

H．熱心に授業をしている先生を見ると、まじめに勉強

しないと悪い気がするから

L．先生のもつ人間的な魅力にひかれて、先生を尊敬

し、勉強に取り組んでいるから

年次別にみると第F位選択では有意な差はみられる

が、第G位選択では有意な差はない。最も選択率の高い

のは、自分の将来を考え、学力の必要性を感じている点

から、教師への対応のし方も決まる、という理由である

（第F位選択で、F年次60.3％、G年次53.8％、I年次

40.9％、全体で51.8％、第G位選択を含めると、F年次

69.6％、G年次67.3％、I年次73.2％、全体で63.8％）。

教師との関係性では、自分の将来のためという功利性に

基づいた行動だともいえし、この功利性を基盤に教師の

権威への自発的服従が成立しているともいえる。

そして、この学力の必要性という理由が半数以上の生

徒から選択されているために、他の理由の選択率は高く

ない。続くのが、信頼性という理由である。すなわち、
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8.6
(23.7)

I．生まれつきの頭の良さ

H．その他

14.4
(48.9)

16.2
(48.7)

M．問題集や参考書を買えるとか、塾や予備校に行く
ことができる等の家庭の経済力

I年次G年次

13.3
(53.8)

13.7
(44.6)

70.5
(87.8)

G．テストに出そうな問題を、自分で計画を立てて勉強
しているかどうか（傾向と対策しだい）

F年次

表	 高校での成績（テスト）の良い、悪いはどのようなことによって決まると思いますか。

K．教師(塾の教師も含め）の教え方が上手か、下手か。
わかりやすいか、どうか

0.7
(4.8)

0.7
(1.1)

0.0
(1.2)

1.1
(6.7)

0.4
(3.6)

0.7
(4.4)

J．テストで出た問題が、幸運にも解ける問題であるか
どうか（偶然とか、運しだい）

9.9
(24.3)

0.7
(1.8)

65.1
(88.9)

70.7
(89.0)

F．テスト前の、勉強時間（努力）が多いか、少ないか

10.8
(23.9)

10.4
(25.5)

0.0
(1.5)

100.0100.0100.0

注）各項目の上段の数値は第F位選択、下段の括弧の中の数値は第F位選択と第G位選択の合計

5.0
(29.7)

4.7
(26.5)

1.0
(1.6)

0.2
(2.0)

4.4
(25.8)

5.8
(36.3)

1.4
(1.8)

0.7
(3.5)

100.0

68.8
(88.5)

全年次計



  Page 21 15/11/19 13:10

「G．先生の説明や話をよく聞いて勉強すると、よくわ

かり、テストで良い成績が取れるから」（第F位選択で、

F年次13.4％、G年次13.5％、I年次10.6％、全体で

12.5％、第G位選択を含めると、F年次34.3％、G年次

31.8％、I年次28.4％、全体で31.5％）。なお、これに

次いで、教師であることの正当性、教えることの専門性

といった理由が続く。なお、第F位選択をみる限り、そ

の他のKつの理由、すなわち、教師の人間性、教師との

関係性、教師の行使する強制性と報賞性に対しては低い

選択率であることがわかる。

次に、学習との関連において、生徒は教師への対応に

おいて、どのような特徴を示しているのか。表11は、設

問「高校の時に、教師の指示を守らず反抗したり、校則

を破るような生活態度では、高校での勉強（成績）は良

くならないし、社会に出ても（仕事に就いても）うまく

いかない。」への回答である。つまり、普段の生活態度

と勉強（成績）との関連性を問う設問とその回答である。

年次による有意な差はない。「その通りだと思う」が

F年次39.7％、G年次41.7％、I年次34.4％、合計

38.6％、これに「まあまあその通りだ」を加えた肯定的

回答の合計は、F年次75.9％、G年次78.2％、I年次

74.3％、合計76.1％。つまり、K人中約I人の割合で、

普段の生活態度と勉強（成績）とに関連性が高いという

考えを肯定する。生活と勉強は別物ではないと捉える生

徒が多い。

さらにこの結果を、先の表Lとのクロス分析をしたの
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6.2
(18.5)

I．授業中は「先生の言うことを聞くのはあたりまえ」という感じ
で、先生に接しているから （正当性）

H．熱心に授業をしている先生を見ると、まじめに勉強しないと悪
い気がするから （関係性）

12.5
(31.5)

10.6
(28.4)

M．授業でまじめに勉強すると、先生から良く思われ、評価（内申
点等）が良くなるから （報賞性）

I年次G年次

13.5
(31.8)

13.4
(34.3)

60.3
(69.6)

G．先生の説明や話をよく聞いて勉強すると、よくわかり、テスト
で良い成績が取れるから （信頼性）

F年次

表10 高校での先生との関係から考えて、授業の中で、先生の説明や話しを、しっかりと聞いて、

まじめに勉強しなければいけないと、考える理由は

K．先生は教科書の内容について深い専門的知識を持っているの
で、信頼できるし、多くのことを学べるから （専門性）

4.7
(15.6)

2.6
(10.2)

4.9
(17.6)

2.6
(11.5)

5.3
(17.3)

6.2
(18.1)

J．授業でまじめに勉強しないと、注意され、叱られ、評価（内申
点等）が悪くなるから （強制性）

9.5
(22.2)

2.1
(9.6)

40.9
(73.2)

53.8
(67.3)

F．自分の将来のために、学力を身に付ける必要があるから
（学力の必要性）

15.3
(28.5)

7.1
(19.8)

2.8
(12.9)

100.0100.0100.0

注）各項目の上段は第F位選択、下段の括弧の中は第F位選択と第G選択の合計％

2.3
(6.7)

1.7
(6.2)

L．先生のもつ人間的魅力に惹かれて、先生を尊敬し、勉強に取り
組んでいるから （人間性）

9.4
(29.2)

12.8
(33.7)

3.3
(12.3)

4.6
(14.3)

9.8
(26.5)

5.9
(27.5)

5.1
(17.1)

6.2
(12.4)

1.7
(3.5)

2.9
(4.5)

0.8
(2.8)

1.4
(3.3)

N．その他

2.5
(7.5)

3.6
(9.8)

100.0

51.8
(63.8)

全年次計

4.1K．まったく思わない。

G．まあまあその通りだと思う

12.513.2

I年次G年次

11.313.1

39.7

I．あまりそうだとは思わない

F年次

表11 「高校の時に、教師の指示を守らずに反抗したり、校則を守らないような生活態度

では、高校での勉強（成績）は良くならないし、社会に出て（仕事に就いても）う

まくいかない。」という考えについて。

8.6

36.5

10.68.36.9J．なんとも言えない

2.8

36.2

34.441.7F．その通りだと思う

1.82.3

100.0(273)100.0(266)100.0(290)

χ
2＝8.52 df ＝8

37.539.9

100.0(829)

38.6

全年次計
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が表12である。

勉強第一と考える傾向の強い高校生は、生活態度の問

題においても、教師の指示や校則に従わないようでは成

績も良くならないと捉える傾向がみられる。すなわち、

有意な差がみられ、勉強第一と考える生徒では、強く肯

定が71.1％。これに対して、勉強第一と考えていない生

徒では、この肯定の数値が低くなっている。すなわち、

高校生活の充実は勉強だけだとは「あまりそうだとは思

わない」生徒の肯定の比率は30.1％また、「まったく思

わない。勉強以外にも楽しくて充実することはある」と

考える生徒の肯定の比率は31.8％。（「その通り」への回

答率）である。つまり、高校生活を勉強第一と考える生

徒ほど、教師の指示や校則を守って生活をすることが大

切であると考える傾向がみられた。逆に、高校生活を勉

強第一だとは考えない生徒ほど、教師の指示を守ったり

校則を破ることと成績の向上とは関連性が低いと考える

傾向がみられた。

�．おわりに

本稿は、大学進学階層では中堅に位置するＭ高校の生

徒の学習観、すなわち、学習（勉強）する意味を明らか

にすることを通して、高校生の学習の問題点や課題を

探ってきた。そして、特に次のようなデータに着目し

た。

Fつは、今日の高校生にとって、高校での学習（勉強）

はどのように位置づけられているのか。表Lの結果によ

ると、高校生活の中で、学習（勉強）の比重が高くない

現状がみられた。学習（勉強）が第一だと考える高校生

は三分の一程度である。

Gつは、学習（勉強）の結果・成果としての成績（テ

スト結果）の良し悪しは、何によって決定されているか

（表N）。努力の多寡によると考えている高校生が圧倒的

に多い。生まれつきの頭の良さとか、教師の教え方がう

まいかそうでないかは重要な理由とは考えられることが

少ない。

Iつは、高校生が、教室の中で、まじめに学習（勉強）

に取り組む意味を、教師との関係のあり方から探った

（表10）。自分の将来を考え、学力を高めることという功

利性を基盤に、教師への自発的服従ともいえる授業態度

を最も大きな理由としている。

Kつは、高校での生活態度のあり方が、高校での学習

（勉強）や卒業後の生活の送り方にも一定程度影響する

と考えている（表11）。

Ｍ高校は、わが国の大学進学ヒエラルキーの中では中

堅校であり、Ｍ高校の特徴を踏まえてＭ高校の高校生の

学習観を明らかにしてきた。さらに今後とも、このヒエ

ラルキーや高校の教育成果、特色ある教育内容に着目し

ながら、事例の抽出や学科等の差異を踏まえて、わが国

の高校生の学習観にせまっていく必要性がある。

注）

1）植木理恵、2002、「高校生の学習観の構造」『教育心理学

研究』50、pp. 301-310.

市川伸一、1995、「学習動機の構造と学習観との関連」

『日本教育心理学会第37回総会発表論文集』p.177.

2）なお、学力低下問題の中で学習時間の相対的な減少や二

極化を指摘した研究として、苅谷剛彦、2000、「学習時

間の変化」樋田大二郎他『高校生文化と進路形成の変容』

学事出版、pp. 149-164.など.

3）文部科学省編『学校基本調査報告書（初等中等教育機関・

専修学校・各種学校）』（平成26年度）

なお、本調査は、平成25年度科学研究費助成事業（学

術研究助成基金助成金）基盤研究（C）（研究課題番号、

25381153）により実施した。

（みなみもと おさお・関西学院大学教授）
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楽しくて充実することはあると思う

G．まあまあその通りだと思う

6.018.8

J．なんとも言えない

K．まったく思わない。勉強以外にも

45.130.1

71.1

I．あまりそうだとは思わない

表12 高校生活を勉強第一と考えるかどうか別にみた、教師への対応を通した成績向上観

100.0 ( 63)

39.4

28.6

100.0 (319)

100.0 (213)

100.0 ( 76)

46.5

11.813.2F．その通りだと思う

31.7

15.337.638.5

χ
2＝122.60 p ＜.001 df ＝12

合計K.判断保留I.否定的G.まあまあ肯定F.強く肯定

5.6

33.3

100.0 (828)

8.5

6.3

100.0 (157)10.222.935.031.8

8.6

3.9


